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政

第一
章

最
近
の
情
勢

治

一
九八
0
年
代
も
半ば
を迎
えた
中
国の
致
治

情勢は、
い
よい
よ
閉山
小
平
体
制の
最終
局
蘭に

近づ
い
て
お
り、
ポス
ト
郷小
平の
時
代へ
の
光

と
影が
共
存してい
るとい
えよ
う。
一
九八
四

年は、
中岡
共
産
党
ご一
回
大
会ハ入二
年
九月〉

以
来の
改
革の
潮流が
さ
らに
大
きな
進
展を
見

せ、
と
くに
対外
経
済「開
放」
と
関内経
済
活

性化の
効
採が
顕
著で
あっ
た
が、
同
年
後半か

ら、
そ
れ
らの
改
革の品川ぎす
ぎ、
ゆ
きす
ぎの

弊
怨や
問題
点が
出は
じめ、
翌八五
年は、
郷

小平
型改
革へ
の
批
判や
抵
抗が、
「
原
則派」

と
しての
隙
露政治
局
常
務
委
貝らの
厳しい
発
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言と
なっ
て
表
面
化した。
つ
まり、
新しい
路

線
対立と
見倣し
得る
状
況がこ
こ
に
現わ
れた

の
で
あっ
て、
こ
うした
傾
向が
今日
どの
よ
う

に
発展するの
か
を
大い
に
注目
し
な
ければな

らない。
第一
節

郵
小
平
以
後へ
の
光
と
影

中
国の
政
治は、
非
毛
沢
東
化とい
う大
きな

潮流と
して
進
展して
きた
が、
ここ
数
年は、

経
緯制改
革を
中心と
する
毛沢
東モ
デル
か
らの

離
脱が
す
すみ、
八
四
年は、
その
よ
うな
改
革

白、
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成
田米が
多方面に
わ
たっ
て
記録さ
れた。
八

四
年五
月の
第六期
全
国人
民
代
表会後第二
会

部で
は、
園
内で
は
工
農
常常生
産が
予
惣外の
ス

ピ
ー
ドで
発展し、
第六
次五
カ
年計画《入一
i

八五
年〉
の
指
師聞が二
年早く
繰り上
げ
述成
さ

れたこ
と
が
強
制さ
れた
〈
組紫
防首
相の
政治

活動
報告〉。

こ
うした
切るい
情
勢の
もと
で、
い
わ
ゆる

郷小
平改
革が一
挙に
進
展しつ
つ
あるか
に
見

えた
が、
八
四
年
後半
以
降は、
様々
な
問
題が

茨而
化し、
あるい
は
潜
夜していっ
た。

そ
うし
た
な
か
で
人
三
年一
O
月以
米の
盤

『中国　霞山会『中国総覧-1986.00.00
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党は）
剛山
小
平以
後へ
の
盤
要な
政治
的
布石で

あっ
た
とい
えよ
う。しか
し、
四
OO
O
万
中
国

共
産
党員を
対
象とし
たこの
工
作は
その
後も

必
ずし
も
順
捌に
進
展せ
ず、
よ
う
や
く八
四
年

に
党
中央や
地
方の
上
級
組
織を
中心とした
第

一
段
階の
整
党を
終
えハ
約三
八
万八
O
O
O
人

の
党員が
対
象〉、
汎
五
年
春
か
らは
中級
組
織

の
整
党が
開
始さ
れるこ
之と
なっ
た
ハ
約一一一一

五
O
万
人の
党員が
対
象〉。
こ
うし
て一
応、・

八
七
年務に
は
下
級
組
織を
含む
整
党を
完
了す

るこ
と
に
な弓
てい
るが、
mw
小
平以
後へ
の
政

治
法盤の
強
化の
度
合・を
推策
するため
に
も、

整
党の
今後の
推
移は
注目に
値しよ
う。

郡小
平
体制
内部の
政治
的・
イ
デ
オロ
ギ
ー

的な
不
協和音は、
八
四
年一一一
月七日
付『人

民日
報』
の
短
評
「理
論と
突
際」
がマ
ル
クス

主
畿の
有効
性を
否定
する
諭
掬を
展開したの

に
たい
し、
すぐに
訂正
妃
事ぞ
反対の
論
測が

幽さ
れたこ
とに
も
示
唆さ
れてい
た。
この
頃

か
ら、
陳
祭
政治
局
常
務委
員は、
経
済
改
革下

で
起
きてい
る
経
済犯
罪
や
不正の
問問、
資本主

畿の
侵食な
ど
を
批
判する
立
場を
さ
らに一
層

鮮明にし
は
じめ
た。

翌八五
年一
月、
毛沢
東モ
デル
の
象
徴
で

治

が、
今日の
中
国が
直面
する
政治
的・
社
会
的

な
賂
矛
盾や
「開
放」
経
済
体制に
内
在
する
深

刻な
問題
点を
十
分に
解き明か
してい
る
と
は

いい
が
たい。

そ
れは
な
ぜか。
この
問
題に
答える
ため
に

は、
今回の
中
国共
産
党全
国
代表会議が、
そ

もそ
も
党規
約上
も
問題の
多い
異例の
もの
で

あり、
その
代表会
訟で一
般の
予
想を上
回る

大
傾な
人
事典
動が
行わ
れた
とい
う
然
常
事
般

に
ま
ず
営
及b
な
け
れば
な
らない
だ
ろ
う。

中
国共
産
党は、
去る八二
年九
月の
第一
二

回
党大
会で
採
択さ
れた
新しい
党規
約を
見る

まで
も
な
く、
原
則と
して
五
年に一
度
党大
会

を
開
催し、
そこ
で
人
事を
決定す
る
こ
と
に

なり
てい
る。
従っ
て♂一
二
回
党大
会で
選
出さ

れたリ
ー
ダ
ーシッ
プ
は、
少な
くと
も一
九人

七
年まで
その
任に
あるべ
きで
あり、
もし
も

今回の
よ
うな
人
事の
大樹な
刷
新を
必
袈と
す

る
な
らば、
中
国共
産
党全
国
代表大
会を
党規

約
第一
八
条によ
る
手
続
きに
基づ
い
て
練り上

げ
開
催するの
が、
E
規のル
lル
だ
とい
わね

ば
な
らない。
だが、
今回
聞か
れたの
は、
全

国
代表大
会で
は
な
く、
全
図
代表会
議とい
う

異例の
政治
的
儀式なの
で
あっ
た。

政第一編3 

ぁ。
た
人
民公
社は、
中
国全土に
郷
政
府
設立

工
作が
終
了したこ
とによっ
て
中
間か
らつ
い

に
獲を
消した。
こ
こ
に
世
界
史に
も
特筆さ
れ

た
人
民公
社は、
一
つ
の
歴
史的終
鷲を
画した

の
で
ある。

・
しか
し、
人
民公
社の
消
滅直後に
開か
れた

一
九八五
年三
I
四
月の
第六
期
全
人
代
第三
国

会
議は、
前年の
華
や
か
な
会議と
大
き
〈
変

わっ
て、
経
済
改
革が
試
練に
直面してい
る
之

とが
強
飼さ
れ、
経
済特区を
は
じ
め
従
米の

H
典
型Hにつ
い
ての
見
直し
論
も
出る
な
どγ
総

じて
政治・
イ
デ
オロ
ギ
ー
上の
点検と
経
済引

き
締め
政策が
と
られるこ
と
と
なっ
た
〈
組紫

陽
首
相の
政
府活動
報
告〉。
こ
うした
なか
で、

向
年七
月、
部カ
群
党中
央宣
伝部
長が
解
任さ

れたこ
と
は、
同部
長が
「
原則派」
の
立
帆明か

らイデ
オロ
ギ
ー
政策を
担
当して
きた
だ
けに

注目さ
れたが、
こ
の
よ
う
な
内部
的
な
角逐

は、
その
まま
悶
年九
月の
中
国共
産
党全
国
代

表
会
議に
も
ちこ
ま
れたの
で
あっ
た。

r
E
国
代表会議につ
い
て
は、
以下で
改め
て

検
討するが、
全
体
的に八五
年は、
閉山
小
平
改

革の
矛
盾が
路皐し、
内
部
批
判が
高まっ
た
年

として
特徴づ
けられよ
う。
同年一
二
月、
新

，
従っ
て、・
わ
れわ
れは吋
建国以
後は
）
高
尚

．
餓激石
市市
件を
処
断し
た五
五
年一一一
月に一
回

だ
け
前
例を
見る
だ
けで＝一
O
年ぶ
りに
聞か
れ

た
全
国
代表会議によっ
て］
しか
も
明らか
に

党規
約に
違
反して
（この
点につ
い
て
詳し
く

は、
捌
稿「岱
小平以
後へ
の
光と
彫」、
『吋z
a

Hω』
一
九八五
年一
一
月
号、
参
照）、
今回の
人

事典動が
断
行さ
れた
とい
う
異常
事
抽出に
注
目

せ
ざる
を
得ないの
で
ある。

とこ
ろで、
こ
うして
聞か
れた
今回の
党全

悶
代表
会
議が
幹部の
若
返りの
ため
に
挙行さ

れた
との一
般
的な
説明に
もか
か
わ
ら
ず、
郷

小
平、
陳
雲とい
うすでに八
O
歳を
超
えてい

る
丙
指
導者が
引
退せ
ず、
しか
も
今回の
会
議

を
胡
熔
邦、
制問紫
陽、
李
先
念と
と
もにこの
五

名の
政治
局
常
務長官
員が
主
宰し、
同
時に
全
悶

代表会
議
最終日に
は
卸
小平主
任の
軍
妥
協
鋭

と
並んで、
附附
怨
政治
局
常
務愛
自H（
北端
党中炎

規
律検
査餐
員会
第一
被
記〉
が
重
要
政
説を
行

い、
明らか
に
郷
小平主
導の一
連の
「開放」

経
済政策へ
の
批
判を
表
明し
たこ
と
は、
もっ

と
も
注目
すべ
き
出米
事で
あっ
た。
附開
袋は、

この
節税の
なか
で、
経
済
改
革に
伴う
最近の

一
述の
思し
き風
潮を
全
面的に
批
判し、
社
会

孤ウ
イグル
自治
区で、
漢
民
族の
支
配にたい

する
不
満を
表
明する
ウイ
グル
族青
年た
ちの

デそ
が
統
発し、
中園
往
会に
内
在する
本
質
的

な
問問問
点を
浮き彫
りにしたこ
と
と
と
もに、

最近の
印
象
的な
政治
社
会
情
勢だφ
と
い
え
よ

益司ノ。第
二
節

中
国
共
産
党
全
国
代
表
会
議

の
問
題
点

s
八五
年九
月｛
八
日か
ら一一一一一
日まで
北
京で

聞か
れてい
た
中
国共度
党全
国
代表会
議と
そ

の
前
後の
中
国共
産
党一
二
期四
中
全会およ
び

五
中
全会は、
党中
央政治
局、
中
央
委
負会、

中
央顧
問委
員会、
中
央規
律検
査
委
員会とい

う
党
装
置
〈勺
RQ
〉
苫釦円曲Z乙
を
人
的に
大

印刷に
再編成して、
郡小平
体
制の
新しい
布
陣

を
内
外に
印
象づ
けた
とい
えるか
も
し
れ
な

い。
多くの
報
道は、
今回の
人
事典
動がい
わ

ゆる
「開放」
経
済
体制を
促
進
するための
人

事の
若
返りで
あり、
中閣はこ
こ
に
近
代化路

線をよ
り一
層厳
化したの
だ
と
伝えてい
た。

もと
よ
りこの
よ
うな
評
価は、
一
面で
当面

の
郵
小
平
体制の
基
本方
向を
と
ら
えて
はい
る

主
義
的
規
律の
強
化を
強調して
「
党風の
刷
新

と
思
想工
作の
強
化」
を
呼びか
け
る
と
と
も

に、
「わ
れわ
れは
共
産
党で
冶り、
社
会主
義

を
実
行するの
が
共
産
党の
任
務で
ある。
改
革

も
社
会主
義
制
度を
発展させ
る
ため
で
ある
も

の
で
ある」
として、
その
基
調は
あくまで
も

「社
会主
義の
計画
経
済」
に
殴
くべ
きこ
と
を

強調し
たの
で
あっ
た。
こ
うし
た
隙
怒の
立
場

は、
一
連の
「開放」
経
済
体
制
政策と
経
済
活

性化
政
策が
あちこ
ちに
新しい
貧
官の
差や
不

正
行
為そ
れに
経
済の
急成
長に
伴うひ
ずみ
や

混
乱を
もた
らし
てい
る
だ
けに、
現
在の
中
国

共
産
党内で
は、
大
きな影
響
カ
を
も
っ
て
い

旬。。この
よ
うな
陳
怒
路
線は八
五
年六
月八日
付

『
人
民日
報』
社
説
「理
惣と
規
律の
教育を
会

党で
深く
推し
進め
よ
う」
が、
「もし
もわ
れ

わ
れの
政
策が
〈
階級
的〉一一
極
分
化を
招くな

ら、・
わ
れわ
れは
失敗したこ
とに
な
る。
もし

も
新しいブ
ル
ジョ
ア
階級を
生み
出した
ら、

わ
れわ
れは
まっ
た
く
誤っ
た
道を
歩んでい
る

こ
とに
な
る」
「わ
れわ
れの
背
少年を、
品伏して

資
本主
義思
想の
成（と
りこ〉
にして
は
な
ら’

ず、
その
よ
うなこ
と
は
絶
対にして
は
な
らな
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い」．2述べ肉、～当面の政策基調を激しく批

判し・ていたことど軌を一
にす石ものだと
い

えよ一5。・
じかも陳翼らは、
ぞの影書下に、J

今回政治局入りした挑依林副首相をはじめ

胡脅木政治局委員帝蒋一

波党中央顧問香副

主任ら・の古参幹部1
同じ
く今回）・政治局入

りんた李鵬副首相らの有舟幹部を擁し、
社

会主義計薗経済を基調とするより原則的か

っ正統的な社会主義路線を一
貫して堅持し

ている）入四年。一
三月のアルヒポフ・M連

第一
副首相の訪中時における陳露の接遇、．

八五年三月のチ一
円ルキγ
三葬儀広際する李

鵬副首相の訪
えJ同年五月の中ν経済協力

協定などの調印時
における銚依
林訪ソに示

されるように－fzれらの一ply－はゆ知ジ

派MHo－指噂者とんてソ連との

関係改普にきわ日

めて
積極的であり、
・出【側との過度の接近に

はきわめ死藩戒的斥あることも忘れてはな

ら
な
い
バζ
D
よう
な
腺
襲
路
線は
都
小
平、一
胡

錨邦！いそして今国政治局餐員入りした胡啓

立常務書記や呉学蹴外相、
そして新たに書

記処
入息した王兆国書記ら共産主義背年団

系列のw赤いSul
ar－から成る郵小平集

団土も微妙な
川一対
立引いを内奮さ・唯一ている色

‘
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 国際
環境怯九日中平和条約
締結時とは違ヲ

たまったて新しい様相を塁じは’じ出
てい

る。今日の中国指噂部は1少なくとも弘速を

第円一義的な戦略的脅威とは見なさなくなっ

・1いるのであり、・こうした対y
認識の変化

は汁東γジヂの国際
環境に様々
な影響を与

えずにはおかない？ツ速の戦域按SS却の

極東配備に
たいして中閏指噂部がきめめ定

消極的な非難心か展開していない
事実や、

去る八四年四月末のν1ガ．γ大
統領訪中に

際して、．中国側がレlガγ大統領の北京で

の基調演説のなかから対y非難の部分を全

面カvトしてTV放映し、
『人民日報』
も

同様の削除を行ったことなどは、
中国指導

部の対ソ認識の変化を物腐る例涯で
あか

た。
治

もとより、
そのことが、
日本やアメ”カ

など酉側諸国との協力関係の縮小をただち

に意味することはないであろうが、
八四年

末に実現したアルヒポフ・ソ連第一
副首相

の訪中が中ソ長期貿易取り決めや科学技術

協力協定などとなって突を結ん花ζとをは

じめ、
中ソ関係と中国の
吋阿
佐
体制との

関連については、
将来も大いに注目してゆ

第一踊政5 

いえよ
うブ当面はブ郵小平ら『改革
派』
自

身が陳雲ら『原則派」
の圧力に直面して戸

連の経済
政策を「縮小均衡」
型へと軌道修

正せざるを得ず、
そのことは開会識で採択

された一
九八六年からの「第七次五カ年計

画策定に関する党中央の
提案」ハ越紫陽報

告）にもすでに反映していた＠．、『叫

もとより郵小平路線も陳雲路線も非毛沢

東化という点では一
致しており、・己の・点で

中国の政治の流れが
輔が滅することはあり得

ないであろうがi’この流れは
今後も左へ右

へ
浄蛇行をくりかえさざるを得ないであろ

う1
そして当面は、
よりハ
JYな社会主議

路線が前面
仁出るもの
土
忠わ
れ 、いそれだ
ゅ

に対日関係や西側諸国との関係には厳しさ

が楢し、
対ソ関係の改善や東側諸国との協

調がより一
層進展するものと思われる。

郵
小
平
改
革
の
進
展
之
顕
定

八二年九月の中国共産党一二
回
大会以

来、
さらに大きく進展することとなった郵

小平主噂の非毛沢東化は、・具体的には対外

的な経請・「開
放』
政策パ
対内的な経緯間活性

第＇：＼·

節，．
かねばな広まい！・

．・さて円
割問小平改革の進展下で人四年一
。

月一
日に聞かれた建国三豆周年を祝う国鹿

節は、
四半世紀ぷりに
寧事パvifが行わ

れ、’わが国からの日中友好＝一
OOO人青年

訪中聞の奉加もあって、
久々
に国威発掲の

見せ場をつくることができた。
なかでも郵

小平のリーダーシγプが
全面的に
蹄示さ

れ、
今日の中国の
極力的基盤が旧突栂派・

走資源の掌中にあることが明宋されたとい

う点でも隔世の感があった。．

しかし、
建国三五周年の
記念式典という

まぎれもない国家行事を、
国家元首である

李先念国家主席をさしおいて郡小平主任が

『手にひきうけi
全国民への記念演説まで

行ったことは）
新憲法を制定して国家主席

を選任し、
法制化と社会主義的民主を誓っ

たはずの中国において、
形式論的にはきわ

めて異常なことであり、
今日の中国におけ

る郵小平ワシマγ体制を加突に反映したも

のだといわざるを得ない。
今日のように郵

小平のリーダーか少プのみが突出している

ことは、
当然、
郵小平亡きあとの政治指導

体制への大きな不安を誘うであろうe

化
政策というニつの柱によってすす．められ

てきたι
λ四年五月の第六期全人
代第二回

会識は、
越紫陽首相の政府活動
報告に見ら

れたように、
そうした－
速の騒

音改革が大

きな成果を収め．たことを示す機会どなり）

対外的には非毛沢東化の
当然の
帰結とし

τ、0．中ソ関係改善代の強い
意志が示さ
れ

た9
h’ぃu ，
L・心
ヤ

とこで、．中圏内政との関連で中ソ関係を

一
瞥するならば、
中ソ関係改善へ
の歩み

は、
この問、
確実に進んできている。
中ソ

対立は、
その最恵時には、
中ツ双方が国境

河川の中洲や辺境の国境をめぐっけて寧事衝

突にまでい．たったのであるが、
山今日では、＼

当
事者聞のそのような妥協の余地のない対

立から、
アフガ品スタγ）・ベト・ナム、
をy

ゴルへのy速の
軍事介入の是非《いわゆる

中ソ改善のための三条件）という第三者を

めぐる間接的な対立へと
争点がる本質的に移

行していることに、a
まず注目しなければな

らないρ・
このような中圏内政上の「四つの現代化」

と対外的な中ソ
関係改善という横と縦のニ

つの新しい基軸を中心として、
東アジアの

ドそれだけに、
郵小平どしては、
当面の

・「四つの現代化」という国家目標の達成を

はかり、．いわゆる「開
放」
経普体制を固め

て、・社会主義的近代化を是非とも成功に導

かねばならないがふ・そうしたなかで中国共

産党は、
八四年一
O月ニO目、・第一二期三

中全会を開催してけ・・「経
緯間体制の改革に関

する中共中央の決
議」
という、！きわめて注

目すべき決定を行い、
従来の農村改革に引

き緯いて、
今後は都市経済を中心に大幅な

経済改革に着手することになった。・この決

定は1
中聞の経済改革に関するさらに重要

なステvプを一
連の経済社会改革において

刻むことになったのである＠

！決裁はまず、
「経演体制の面で社会的生

産力の発展の要蹄にそぐわない硬直したを

デルが出
来上がってしまりた」
従来の制度

を厳しく批判し、「商品生産、
価値法則、

市場メカユズムの役割が軽視されているこ

と、
分配面にひどい悪平等があること」
を

指摘して、
次のような大臨な改革を提案し

た。すなわち、
「商品の生産、
流通を一
周促

進するために市場メカユズムを噂入する」、
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門商品の価値や需給関係を反映した合理的

な価格体添を確立宇る片「企業の
蹟負制を

中心と‘する経済責任制を確立しJ・ぃ工場長責

任制を実施する」
等々
で・あるykくに「現

在グ鉱産物と原材料の価格が低すgJHHまた

主た農産物）
副難生産物の販売
価格は掴家

買
付価格より低いのぼ1町一三れを改める」一と

いPた具体的提案を行いJ
また「社会主畿

企業の相互関係は鏡争を排斥するわけでは

山小」
冶
述
ベ
べ、・
続
争
原型宮
公式に
m
A旬、

134－した点
Af
は、・・大いに注固定れね
ば

な
ら
な
い
J
・’
I
・’
av
・

人

1
1
人

では？なぜ、川今回、
このような提案がな

されるにいたったのか．T－‘－a・8JI－－

バト従来の．経済改革の眼目は、
人民公祉の解

体と生産責任制の導氏による
農村
改革・に

あ．
3
た
ρ
挺
が
イ
ζ
れ
ま
で・
帰
国
農
村
は
久
心
え

毛沢東品、デルρ禁欲主義を強いられだ命化

だけ
RJその反動とι’て、いわゆる経蹄「朗

放Hのも主芳、ぷ』のところ農村経済は急訟

に活況を呈し、い農業生産も上昇した。・ゴ・・

・こうして農村の経務状態は急速に改善さ

れ、
従来、
都市住民民くらべて、
ひどい場

合は一
O分のし一
程度であった農民の収入も

可「

治

「四つの現代化」．を促進する過程で出てく

る
問題点は、・い
ずれも従来の社会主義理

論、
とくに・マルタλ・・レl－一γ主義の基本

テ
ー
ゼ
と
の
矛
盾
を
表
面
化
さ
せ
て
い
る
と
い
え

よう＠もとより）
このような矛盾をあえて冒し

て進められている中国のH試みu
に対して・

は、・すでに東欧諸国に前例があると
は，い

え、
その大胆な転換への抵抗や
再批判も根．

強く、
今後の展開が大いに注目されるとこ

ろである。

・そうしたなかで中国当局は、
世紀の外交

交渉としての
英中交渉の結果、・一
九九七年

に
「香港・
中
周』
として祖国に復
帰するこ

ととなった
香港問題の将来に関して
コ
国

商
担
つまり、
社会主義下の資本主
義体制

を容認する姿勢を示したのであるが、
実際

に
は1
中国大陸内部に社会主義の
中固と

「経済特別区」
ないしは「開
放」
都市そし

て将来の
香港という
コ
圏三制」
を内包す

るζとになるだけに、
いよいよ中国の将来

は、
世界
注視の実輪場になってゆくものと

恩われた。．
しかし、
そのようなとき、
郵小平型改革

第一網政7 

大幅に上昇しはじ冶た，ν』とニAu－－一年のう

ち
に
農
村
の・
「
固
定
建
設
投
資」

が
大
幅
に
増
加

したことは、・実際には農村の住宅‘建設もし

くは改
造が進んだ乙とを意味しており、
こ

うなると、
むしろ都市住民の・方が経済的に

品取り残されまうとしていたのであるJそ

立で♂
党中央は今回の経済改革決議によP

てけ・今度昧都市を中心広大幅な
故車を断行

L1都市経済句一強化院よ河川芳、れゆ処ゆくは

巨大な農村人口を都市周辺に穆L
ぺ中国社

会の産業構造の転換をはかる虫としている

のだ
る
うといって
も主
いである
うιτHJ

このように展望すればパ今回の
・改革は、‘

きわめて野心的なものだといえようが、
そ

れだけにグその成否いかゐは、・吋郵小
ZJ
胡

姐邦体制の将来ばかbかι
f中国の行方を左

右しかねない重要性をもp
fuいる？いぺ，

U中国は、γ一，連の非毛沢東化によ点てブ中

同社会の担本的な改造を行いつつありブそ

の点巧・
MM＆巳e円
一Z。Jmegs－
パ後民りでき

ない地
点Yを通過したといえ占うが1．
しか

じ、・
郵小平への
権力集中も著じいために、d

郵小平以後の時代への不安は、・依然として

中国社会内部に広く潜在している＠

の急テγポな展開か、．中国社会内部にもは

や放置できない
机離や矛盾をもたらしたの

であるグ対外「開放」
政策の急展開は、・中

国社会内部の急速な消費佳向をあおり、
ま

た、
西側諸国からの「精神汚染」
も深まる

半面、一
時的に好転した外貨事情の深刻な

危機をもたら七バ中国は八五年四月一
日付

だ「外貨管理違反処罰実施細
則」
を施行し

て、
信用状開設の制限も強化するなどの措

置をよぎなくされた。
他方、
国内経
済活性

化
政策は、
農村の生産活動を刺激し、
中国

経済
全体の活性化をもたらした半面、
貧富

の差を鉱大し）
品目によっては前年比五O

M近い物価上昇によるイシフレ
をもた
ら

したばかりか、・様々
な腐敗堕落現
象も生じ

て、
いわゆる「不正の
風」がはびこった。

こうして邸小平
改革はパ
大きな腐の石に

ぶつかったのであり、・このことはすでに見

たように、
中国共産党内部からの強い批判

をも生んでいる。

キ』のような状況に直面し・た
中国は、
当

面、：
「一政」
から「収」
への
引き締め政策の

実行をよぎな〈されており、
これらの圏内

経済
政策の躍践によって、
かつてはあれほ

・．それだけに、．郵小平指事部としては〉
今

回、l都市経済の抜本的改革という思い切っ

た賭けに出たのであるが、
ひとたび運用を

誤ると大変な問題を引き起こしかねないと

いろ危険性をも伴りている。
右の＝一中全会

決議が採択された直後の一
O月二一一日の月

曜日、・一
部商品の値上がりの噂や貨幣価値

の下落を不安材料にじて、い・北京の市民は中

国人民銀行に行列じて朝から預金を
引き出

し、＼一種のパ－syタが起こった
阜の
報道

は、・・このような危険性を暗示していた。

円そして、
今回の経済
改革が結果的に社会

主裁ーかも資本主義の方が優位することを

さらに広汎に中国民衆に知らせる結果にな

ると寸れ曜、そのこ止はやが
べ・中国
革命と

は一
体なんであったのかという聞い・とな．内い

てはねかえりバマルクλ・ν1ι－Y主義を

建国の理念とする中華人民共和国の存立の

基盤fそL定中国共産党その．も。のの存立

の基盤をもおびやかすことになりかおたい

で
ある
うP
山内－A
！・1・：J・
ι了J’
川
HhJ ．刊

1とうしで1最近の中闘が、・
探測などの経

済特別区の建設にカを注ぎ、一
回都市の対

外「開放」
に努めて西側との突流を進め、

ど称えられた深別経済特別区についても見

直し論が出はじめた。・『人民日報』
入五年

一
二月一三日付の戴闘員・
沈立人署名論文

「探測経蹄特区発展戦略について深〈検封

しよう」
は、
その例証であった。

こうして、
中国はいま、
経済的にはもと

より、
当面の郵小
平一改革をめぐって大きな

岐路に立っている。

第
四
節

当
面
の
重
要
な
諸
問
題

すでに八一
裁になった郵小平主任は政治

的にも彼自身の生命という決定的な要因か

らしても、
いまや「成納時
間」
を日々
過ご

しつつある。
郵小平は、
あの
奇跡的な再復

活を遂げた七七年七月、
「自分はあと八年

から一
O年は大丈夫だ」
という
意味の発宮

をしたことがあった。
つまり1
彼にとって

は、
八五t八七年という時期こそ、
その政

治臨時のゴ1．ルの時期だったのであり、
こ

うして卸小平は
再復活後、
文革否定と非毛

沢東化という壮大な政治峨略を着々
k実行

に移すと同時に、
「四つの現代化」
という

国家目標を掲げて、
今日のい
わ
ゆる「閲
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放い
経済体制ヘとすすみ）
毎小平以後への

布石を固めてきたのであった－

＼．七人年月こ河の中国共産党三中全
＆ペト
λ

一
年六月の同六中全会を経て毛沢東批
剰と

華固鋒ら文革派指噂者の追い落どもをはか

り、．八二年九月の中国共産拡宇ニ
．金夫舎で

胡踊邦総書記中心の書記局体制を固めけ
さ

らに人民公社の解体による農村の経
済活性

化
ι二
部都市．経緯聞の市場化をはかり、．！とb

した
改革を支えるための対外経済
コ開
放」

をすすめて今日にいたnたのであるふ・しJ

．・
だが、4こうした中国社会全体の非毛沢東

化主その野心的な経済改革作も
がが
わら

ず、・そこには依然として様々
な抵抗要因が

存在’しているだけにバ郵小平以後九の布石

之
、
て
怯
決心て
斗
砂で
怯
なかb．
作J
実
革
期

の．入覚者を約半数も擁す喝四
000万の中

国共産党員自身、～必J少しも郵小平ぷ
胡輝邦

体制一
色ではない0・
永4・「毛沢東
寧事思

想民
に依拠してきた人民解放軍も、
郵小平

自身、
覚と国家の
寧事安員会主席を依然と

して兼務せざるを得ないことに示されてい

るように、rいまだ完全に掌担されていると

はいえない不安な存在であっ・汚日u
F・ノ

治

した事態はたんなる若返り人事とはいえな

い重要な意味をもっている
ぺしかも全国代

表会議閉幕後の九月二四日に聞かれた五中

全会で新しく選出された党中央政治局要員

および同書記処一一
名のなかには軍関係者

が一
人も存在していないのでありハ寧幹部

で留任したのは、、政治局候
補委員の
察基

偉・
北京事区司令のみ〉、
全国代表会議
は刊

中国の政治的舞台から軍幹部を一
掃するこ

とになったともいえるのであって、
この点

では郵小平覚官僚体制の勝剰ともいえるの

である＠

白

．

だが同時に、
こうした寧指導者の強行的

な一
斉パージは、
それがすでに見たような

全国代表会議という異例の措置によりて断

行されただけに？ポスト郵小平体制への次

きな不安を残している＠
郵小平亡きあと胡

輝邦総曾記が軍を指導し得るかどうかにつ

第一飼政

! ! 

g: 

ソそとで円どの問1リ
量点的にすずめ・られ

てきた第
一の政治的任務が中国共産党の地

方・末端部分からの思想的・組
織的再点検に

よる全覚的な非毛沢東化として’ρ
「一整
2・

キ－7yd斗ヅであ。た，
しかし、
との「整

24
キヤ’γN
U
Vは
え－F一
年－
0・河の
匂中

国共産

党中央養員会の整党に
？ぃ・てゐ
決

定一がこの問題の重
要性k緊急性を大いに

．強
調し
ていた
根ιかか
わらずρその進捗は

はかどらず、、八三年秩から人四年初頭にか

けて匂
わずか五O万人前後の上級νソベルの

賞員がその対象憶なみたにすぎない円一
九

汎温年は県級
山系
ルの中間指
摘噂回九さらに

L・
丸
《

六%千以
降

快υ
地
窃
h
宋

一襲五月ゆ
崎

象とな勺グころLZ入宅
洋に叫怖
い当初I，

失明V忠憧れ．喰0・
均

一軍径一
を

骨灘
五
も

蜜才
寸・
る

の
ぼ

士一いわ
れ

wAペレ
必
の
だ
あ
喝
UFA
そ
の
達
成

を待たずに、い
今回の組織的・人事的刷新を

迫られたの・崎あ－nky・げれいUu
rリ

，
第二の重要な課題は、＼人民解放軍の再編

成による寧の近代化およびそれに伴う’人民

解放軍兵士一
OO万
の人員削減問題で
あ

る0・：この課題がいかに困難であるかは、岬た

んに寧上周部の抵抗にとどまら
ず1去る入

いては、
胡蝿邦自
身、
しばしばその不安を

語っているだけに、
将来的にも楽観は許さ

れないであろう．． 

以上のニ点の陰にあって目立たない問題

点として第三に指導すべき結末は、
今回の

一
一連の政治的変化によって、
中国共産党内

における周思
阜市系列の幹部が最後的に失墜

したこと
であゐ宮崎川その代表的な存在で
あ

る議剣英はもとより・、
すでに政治の実施を

もたない名目的な元首になっている李先念

国家主席阜、周思
来未亡人の郵穎超
党中央政

治局喬員はもとより川
徐向
向。罷栄
謙、
ウ

ラγフらの政治
局餐員をはじめ、
王震政治

局員旅中日友好協会名誉会長や夏街中日友

好協会会長ら、’庖
承志元閥会長亡きあとの

日中関係を担りた周恩
来添列の幹部も引退

もしくは顧
問養入りとなった1
文化大
革命

がいまや全面的に否定されただけに、‘昨今

豆年八月の中国空軍爆撃機の韓国．ハ台湾）

亡
命事件に見らeれるような不祥事が相次い

〕でいるとどによJっても知られよう＠
それだ

けに1
同年七月に・一一
大寧区を七大軍区に

再編した人民解放軍に関しては、・
旧指滞幹

部や非郵小平系司令員の大幅更迭を断行せ

ざるを得なかったのであり、
同年九月の覚

全国代表会識に先立つ一二期四中全会にお

いて引
退が決まっ・た－
O人の政治局員のう

ち六人までが寧の最高指噂周であり、
そこ

には議剣英、
徐向
前、
罷栄隷のいずれも党

中央
軍事費副主席といグ軍最長老ばか．り

か、、明らかに郵小平、
胡輝邦体制に抵抗し

ていた
軍指導者と思われる李
徳生・前橋陽

軍

区司令、
意同情・一克人民解放軍総政
治部

主任、
強廷発・
前人民解放
軍空軍司令らの

重鎮が含まれていたこと、
さらには
中央餐

タ
アスの寧幹部として張愛符・
国務院国防

部長バ・
洪学智・1
ぺ人民解放軍総後動部長、
劉

事情・同海軍司令、
高厚良・
関空軍司令ら

が含まれていたことが印象深いJ
彼らのう

ち築剣英、
徐向前、
罷栄隷はいずれも八O

歳代の高齢であるとはいえ、
他の軍幹部は

いずれも六Ot七O代であるだけに、・こう

の中闘では文革にヨミ咽，トした周恩来の政

治的役割が関われており、
亡き周総理への

かつての高い評価が聞かれなくなっていた

だけに、
劉少舟、
部小平ら旧実権派の勝剰

に帰すべき今日の政治状況においては、
こ

れは当然の結果でもあった。

一それだけに、
ょうした郵小平路線にたい

する批判や不摘も依然として底深く内在し

ているものと思われる。
ここに郵小平
政治

体制の内在的な
脆弱性があるといえよう。

ハ中嶋
嶺雄》

門
主
要
事
場
文献】

中嶋徹雄「郡小平以後へ
の
光と影」、

司自ω
窃』一
九人王年
二
月号

中嶋樹雄『現代中国の政治と戦略』

HP研究所、一
九八四年〉

中嶋徹雄『十年後の中
国』

版、一
九八五年〉
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